僕 はこの 夏、 ある 山間の 温泉宿で、 たまたま その 村 

の 青年 諸君に よって 組織され てゐる 一 新 劇団の 試演 を 

見物す る 機会 を 得た。 

尤も、 この 劇団 は、 芝居の 外に、 木 曾 踊りと か 伊那 

踊りと かいふ 郷土 芸術 を 紹介し、 その上、 剣舞まで や 

つてみ せた。 

芝居と しての 出し物 は、 菊 池 寛 作 「父 帰る」、 山 本 有 

三 作 「嬰児 殺し」、 それに 「神 崎 与 五郎 東下り」 と、 喜 

劇 「おしや ベリ 小僧」 の 四つで、 なほ 附け加 へれば、 

題 未詳の パントマイム 二つ。 開幕に 先ち、 当夜の 勧進 

元 温泉宿 の 主人 H 君 は、 背広 の 襟 を かき 合せながら、 



見物 席の 到る 処 から、 クス クスと 笑声が 起った。 賢 

一 郎 (兄) に扮 した 一 座の 名優ら しいの が、 恨めしげ 

にこつ ち を 見て ゐる。 母親 は 笑 ひ を嚙み 殺し、 妹 はさ 

すがに しな を 作って 銅 羅声を 修飾した。 見物 は、 たま 

ら ずに ドッと はやした。 弟が は ひって 来る。 これ は 無 

難、 どころ ではなく、 東京へ 連れて来たい ほどの 出来、 

凝らず 気取らず、 その 自然 さは 役者で も 一 寸 真似が し 

にくから う。 最後に 父が 帰って来る。 この 父 も、 また、 

それらし い 人物で なかなか 隅に 置け ぬ。 ただ、 年に 似 

合 はず はにかみ屋で、 穴 あらば は ひり 度き 身 構へ、 息 

子への 気兼ね か、 見物への うしろめ たさ か、 これが つ 



の 種の 素人 劇団 は、 所謂 職業 俳優の 糟粕を 嘗める こと 

なく、 よろしく 持ち前の 茶目 気 を 発揮して、 自由に 空 

想の 翼 を ひろげ、 脱線と 破綻 を 意に 介せ ず、 大いに 即 

興 的 効果に 信頼して、 銜気 なき 表現 慾の 満足 を 試みる 

べきで ある。 生るべく して 生れ 出た 古代 芸術の、 かの 

悠々 たる 原始的 魅力 を 想像し 給へ。 二 九 二八. 一 〇) 
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